
■卒業と同時に小笠原に
「小笠原ダイビングベース 聲（こえ）」は、ダイビングを
趣味とする客を希望のダイブポイントに連れて行き、安
全にサポートするとともに、ダイビングスキルをアップさ
せることを目的として、２017年に小笠原村・父島に設立
された。
代表者は古川智裕氏。山形県生まれで2006年に東京
学芸大学を出ると同時に小笠原に渡って、地元のダイビ
ングガイド店に職を得て、以後11年間勤務した。その後、
満を持して独立した。といっても社員は古川代表１人で。
繁忙になるとフリーのガイドなどを加えて2～3名程度
で活動している。
古川代表は、これまでに、スキューバダイビングのイ

ンストラクター、潜水士、高圧ガス販売事業届、一級小型
船舶操縦士、第二級海上特殊無線技士などダイビング
店として持つべき資格のほぼすべてを取得している。現
在、正社員として１人雇用し古川氏と２人３脚で活動して
いる。

■世界遺産の“自然”の調査研究やメディアへの発信を
陰でサポート
ご存じのように、小笠原諸島（父島）に行くには定期船

「おがさわら丸」がただ一つの方法だ。片道約1,000ｋｍ
を24時間かけて航海する。到着したおがさわら丸はそ
のまま父島で3日間停泊したあと東京に戻る、というの
が基本パターン。つまり、父島に来るには最低でも船中2
泊、現地3泊の5泊6日の旅程になる。
「ダイビングベース 聲」は、長さ32フィート（9.8m）で

最大14人乗れる観光船を所有している。おがさわら丸で
訪れる「観光客」や、父島などに居住する国や都の公務員
を中心とした「島民客」、加えて、世界遺産・国立公園の自
然を調査研究をしたり、メディアで発信したりする「調査・
取材・研究団体客」へのダイビングガイドも行っている。
主なメニューは、ダイビングのライセンスを有する人向

けのダイビングガイド、また、ライセンスがない人向けの
ダイビングガイドやダイビング関連の機材の販売など
だ。ちなみに、ダイビングガイドだけで売上の90%を占め
るという。

■小笠原の海を知り尽くし、経験も豊かなダイバーがガ
イド
古川代表は、「ウチのダイビングガイドの強みは多くて

も6人程度の少人数のチームで行うことができる点だ」
という。他社は多いと10人くらいのチームになることも
あるそうだ。これに対し、ダイビングベース 聲の場合は
少人数のため、行きたいポイントや、見たい生物など、ゲ
スト一人ひとりの要求に応えることができるのが強み。
ゲストの満足度は他社と比べて高い。
また、古川代表自らがガイドすることが多く、経験年数
15年以上の知識・技術を活かしたサービスを行える。他
社は、ダイビングスタッフの入れ替わりも多く10年以上
のガイドは店のオーナークラスしかいないという。古川
代表によると、他社ではオーナークラスになると仕事内
容がガイドではなく“船長”になってしまうことが多く、経
験の浅いスタッフがガイドになっている例も多く見られ
るという。ダイビングベース 聲では、逆に経験値が高い
スタッフがガイドとなることが慣例のため、ゲストの満足
度は他社と比べると高い（古川代表）と自負している。
さらに海中生物に関する知識は他社のガイドの追随

を許さない。その根拠となっているのが、大学で理科を
専修し高校、中学校のそれぞれで理科の教諭の免許を
取得していること。それに加え、営業時間外に頻繁に小
笠原の海に潜り、顧客が求める海中生物の生息場所を
正確に把握していることも強みだ。
ニラミハナダイ、シコンハタタテハゼなどダイバー憧
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コロナ禍後の神津島。

まだ観光施設を新しく作ろうとする動きは鈍い。
その中で、キャンプ場と見晴らしのいい宿の両方をオープン。

「観光資源」はあるがそれをなかなか表に
出し切れていない島で、突出した動きを見せる。

コロナ禍後の神津島。
まだ観光施設を新しく作ろうとする動きは鈍い。

その中で、キャンプ場と見晴らしのいい宿の両方をオープン。
「観光資源」はあるがそれをなかなか表に

出し切れていない島で、突出した動きを見せる。

コロナ禍後の神津島。
まだ観光施設を新しく作ろうとする動きは鈍い。

その中で、キャンプ場と見晴らしのいい宿の両方をオープン。
「観光資源」はあるがそれをなかなか表に

出し切れていない島で、突出した動きを見せる。

Tokyo Metropolitan Federation of  Societies of  Commerce and Industry

商 工 会 は 　 行 き ま す 　 聞 き ま す 　 提 案 し ま す

商工連Plaza
TOKYO

とうきょう商工連プラザ 7
VOL.378

2024
れの魚がいるが、それらは水深40～50m程度の深さで
生息していて、その生態を眼で見るのはプロでも危険と
されている。しかし、古川代表はそうした珍しい魚種が水
深15mくらいのところでも生息していることを知ってい
る。ゲストのダイビングスキルが多少低くても、ゆっくり
鑑賞できる。
こうした“得意技”が評価され、観光客だけではなく、
調査研究者の間でも「オガサワラのフルカワ」の名は認
知されている。

■ハード面の脆弱さが、今後の大きなリスク
これまでの努力が認められ、現在は国・都に勤務し父
島等に居住する公務員が中心の「島民客」や、世界遺産・
国立公園内の調査研究を行う「調査客」へのダイビング
ガイドも増えてきている同社だが、心配もある。
「島民客」の場合は朝９時から夕刻までの３回ほどのダ
イビングで終了するが、調査客となるとそうはいかな
い。固有生物の生態などの調査やテレビ取材などは、目
的によって調査場所での停滞もあり、通常の営業パター
ンとは異なる。
目的地に着いたら1回潜り、船に上がって食事・仮眠
など休憩を取ってから、またダイビングに行くなどとい
う行動を１日に何回も繰り返すことがある。つまり、通常
の営業とは異なるパターンの営業を調査の現場で繰り
返す必要が出てくるわけだ。
こうした運用に変わってくると、現在の船では対応で
きないことも想定される。他社では、温水シャワー、温水
トイレ、食事場所、休憩（仮眠）場所などを装備した船を
保有するところもあるが、同社が持つ船には「トイレしか
ない」というハード面での脆弱さがある。
今後を見通すと、同社はソフト面、いわばサービス面

では高い顧客満足度を与えられるものの、ハード面（設
備の脆弱さ）が新規顧客の獲得においてはネックにな
り、固定客も奪われる可能性が出てきている。

■快適なダイビングサービスの提供を目指して
古川代表によると、来島して同店を利用する小笠原固
有生物の生態調査客は、２年前に年間２１回だったが、１
年前には40回、直近では60回にも達している。また、調
査客は、片道4時間以上かけて父島の北にある「ケータ
列島」の一番北に位置する「北之島」まで行くこともある
という。早急に船の居住性を上げないと取り残される危
険性が高い。

■６倍。72時間の航行が可能な船を購入へ
古川代表は、小笠原でのダイビングガイド事業の将来

を見据え、おがさわら丸の運行に左右されない固定客
の確保と、少人数制の強みを活かしながら、お客様に満
足を与え、かつ収益性を確保できるという「経営課題」を
掲げ、経営革新計画承認に挑戦することを決め、2022
年４月に申請した。同年7月には承認されている。
古川代表は、今後の方向性を示すにあたって、まず自
社の強みであり自身の強みでもある「私しか知らない小
笠原の魅力」をお客様に見ていただきたい」と言う。それ
を実現するため、新たに45フィート（13.7m）クラスの船
を導入する計画だ。定員が25人で、温水シャワー、温水
トイレ、冷蔵庫、電子レンジ付きだ。真水と食料が保存で
き、仮眠・防寒設備があり、夜間航行が可能な船とする。
この船を使って6人のお客様で催行する計画でいる。
新規事業として、これまで取り組んでいなかった朝方と

夜間のダイビングメニューを加えるほか、新船の航行可
能時間はこれまでの６倍、72時間となるため、調査や取材
が長時間に及んでも継続できるようにするつもりだ。

■新船を1月に導入。贅沢な環境と時間を提供
「新船の調達は、ロシア・ウクライナ問題の長期化や
円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。
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円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。

人事交流

通常総会  開く
新商工会長が10人事業、決算などの議案を承認令和５年度

（2023年度）の

第63回

▼退職（4月30日）神津島村 一般 福地優太
（地域名は商工会名。一般は一般職員の略）　

表彰された皆様

東京都商工会連合会

◀
挨
拶
す
る
山
下
会
長

▲第63回通常総会の模様

東京都商工会連合会は5月29日、昭島市のホテル
で「第63回通常総会」を開きました。山下真一会
長の挨拶の後、議長に島田哲一郎理事（羽村市商
工会会長）を選び、議事を進行しました。令和５
年度（2023年度）の決算関係の５議案と、任期満
了に伴う役員改選の1議案の計6議案を審議し、満
場一致で承認しました。
今回の役員改選では、山下真一会長が再任、込
山雄茂副会長、奈良部義彦副会長も再任されまし
た。また、監事の間仁田聡八丈町商工会会長が副
会長に選任され、渡辺由佳理事の専務理事就任、
村越政雄名誉会長の委嘱も承認されました。また
27商工会では10商工会で新しい商工会長が選出さ
れ、連合会理事に就任されました（P3参照）。   
総会後の表彰式には、小澤元樹関東経済産業局
産業部長、阿部泰之東京都産業労働局商工部長が
出席、表彰状を贈呈しました。

（敬称略。地域名は商工会名。役職は令和５年度）

【関東経済産業局長表彰】
■女性部功労者
▽三宅村 女性部長 沖山厚子
▽瑞穂町 女性部長 小峰育子

【東京都産業労働局長感謝状】
■役員功労者
▽三鷹 理事 淺野晴夫▽三鷹 理事 酒井裕央▽清瀬 副
会長 赤坂安雄▽清瀬 理事 西村昌浩▽小平 理事 山田浩
史▽小金井市 理事 立川明▽小金井市 理事 波多野典子
▽小金井市 理事 髙橋清徳▽狛江市 理事 秋元賢▽狛江
市 理事 松崎学▽狛江市 理事 小笠原一憲▽大島町 理事 
高梨金五▽福生市 理事 島田賢一郎▽福生市 理事 大須

賀俊治▽福生市 理事 古谷明善▽東村山市 理事 髙野義
明▽東村山市 理事 谷村武史▽国立市 理事 井上秋夫▽
あきる野 副会長 平野寿一▽あきる野 理事 千賀康治▽
あきる野 理事 田中貴美男▽あきる野 理事 小峰一良▽
あきる野 監事 中村一広▽あきる野 監事 岡野哲史▽東
大和市 理事 鈴木富雄▽東大和市 理事 井本仰▽武蔵村
山市 理事 加藤大明▽武蔵村山市 理事 比留間一義▽八
丈町 理事 浅沼啓子▽八丈町 理事 奥山善男▽八丈町 理
事 菊池秀▽稲城市 理事 小林るり子▽三宅村 理事 浅沼
実▽三宅村 理事 平松勝憲▽三宅村 理事 石井肇▽昭島
市 理事 清水吉仁▽昭島市 理事 森島徳幸▽昭島市 理事 
女屋雅彦▽新島村 理事 前田桂▽新島村 理事 梅田和正
▽新島村 理事 植松摂
【東京都商工会連合会長表彰】
■役員功労者
▽日野市 理事 内田滋之▽清瀬 理事 中村勝宏▽清瀬 
理事 渡辺到▽西東京 理事 山本泰嗣▽狛江市 理事 雨宮
法男▽狛江市 理事 金田清孝▽東村山市 理事 千葉智之
▽東村山市 理事 當麻武勇▽あきる野 理事 岡部徹▽羽
村市 理事 矢部要▽新島村 理事 池村理恵▽連合会 専務
理事 傳田純
【商工貯蓄共済新規加入成績優良商工会表彰】
▽武蔵村山市

【全国商工会会員福祉共済新規加入成績優良商工会】
■新規加入口数部門
▽福生市▽東久留米市▽調布市

【商工会等職員永年勤続感謝状】
▽国分寺市 事務局長 髙橋智成▽調布市 事務局長 横
田誠▽東大和市 課長補佐 田頭寿晃▽武蔵村山市 主事 
多田満▽清瀬 主事 平原紀子
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■卒業と同時に小笠原に
「小笠原ダイビングベース 聲（こえ）」は、ダイビングを
趣味とする客を希望のダイブポイントに連れて行き、安
全にサポートするとともに、ダイビングスキルをアップさ
せることを目的として、２017年に小笠原村・父島に設立
された。
代表者は古川智裕氏。山形県生まれで2006年に東京
学芸大学を出ると同時に小笠原に渡って、地元のダイビ
ングガイド店に職を得て、以後11年間勤務した。その後、
満を持して独立した。といっても社員は古川代表１人で。
繁忙になるとフリーのガイドなどを加えて2～3名程度
で活動している。
古川代表は、これまでに、スキューバダイビングのイ

ンストラクター、潜水士、高圧ガス販売事業届、一級小型
船舶操縦士、第二級海上特殊無線技士などダイビング
店として持つべき資格のほぼすべてを取得している。現
在、正社員として１人雇用し古川氏と２人３脚で活動して
いる。

■世界遺産の“自然”の調査研究やメディアへの発信を
陰でサポート
ご存じのように、小笠原諸島（父島）に行くには定期船

「おがさわら丸」がただ一つの方法だ。片道約1,000ｋｍ
を24時間かけて航海する。到着したおがさわら丸はそ
のまま父島で3日間停泊したあと東京に戻る、というの
が基本パターン。つまり、父島に来るには最低でも船中2
泊、現地3泊の5泊6日の旅程になる。
「ダイビングベース 聲」は、長さ32フィート（9.8m）で

最大14人乗れる観光船を所有している。おがさわら丸で
訪れる「観光客」や、父島などに居住する国や都の公務員
を中心とした「島民客」、加えて、世界遺産・国立公園の自
然を調査研究をしたり、メディアで発信したりする「調査・
取材・研究団体客」へのダイビングガイドも行っている。
主なメニューは、ダイビングのライセンスを有する人向

けのダイビングガイド、また、ライセンスがない人向けの
ダイビングガイドやダイビング関連の機材の販売など
だ。ちなみに、ダイビングガイドだけで売上の90%を占め
るという。

■小笠原の海を知り尽くし、経験も豊かなダイバーがガ
イド
古川代表は、「ウチのダイビングガイドの強みは多くて

も6人程度の少人数のチームで行うことができる点だ」
という。他社は多いと10人くらいのチームになることも
あるそうだ。これに対し、ダイビングベース 聲の場合は
少人数のため、行きたいポイントや、見たい生物など、ゲ
スト一人ひとりの要求に応えることができるのが強み。
ゲストの満足度は他社と比べて高い。
また、古川代表自らがガイドすることが多く、経験年数
15年以上の知識・技術を活かしたサービスを行える。他
社は、ダイビングスタッフの入れ替わりも多く10年以上
のガイドは店のオーナークラスしかいないという。古川
代表によると、他社ではオーナークラスになると仕事内
容がガイドではなく“船長”になってしまうことが多く、経
験の浅いスタッフがガイドになっている例も多く見られ
るという。ダイビングベース 聲では、逆に経験値が高い
スタッフがガイドとなることが慣例のため、ゲストの満足
度は他社と比べると高い（古川代表）と自負している。
さらに海中生物に関する知識は他社のガイドの追随

を許さない。その根拠となっているのが、大学で理科を
専修し高校、中学校のそれぞれで理科の教諭の免許を
取得していること。それに加え、営業時間外に頻繁に小
笠原の海に潜り、顧客が求める海中生物の生息場所を
正確に把握していることも強みだ。
ニラミハナダイ、シコンハタタテハゼなどダイバー憧

れの魚がいるが、それらは水深40～50m程度の深さで
生息していて、その生態を眼で見るのはプロでも危険と
されている。しかし、古川代表はそうした珍しい魚種が水
深15mくらいのところでも生息していることを知ってい
る。ゲストのダイビングスキルが多少低くても、ゆっくり
鑑賞できる。
こうした“得意技”が評価され、観光客だけではなく、
調査研究者の間でも「オガサワラのフルカワ」の名は認
知されている。

■ハード面の脆弱さが、今後の大きなリスク
これまでの努力が認められ、現在は国・都に勤務し父
島等に居住する公務員が中心の「島民客」や、世界遺産・
国立公園内の調査研究を行う「調査客」へのダイビング
ガイドも増えてきている同社だが、心配もある。
「島民客」の場合は朝９時から夕刻までの３回ほどのダ
イビングで終了するが、調査客となるとそうはいかな
い。固有生物の生態などの調査やテレビ取材などは、目
的によって調査場所での停滞もあり、通常の営業パター
ンとは異なる。
目的地に着いたら1回潜り、船に上がって食事・仮眠
など休憩を取ってから、またダイビングに行くなどとい
う行動を１日に何回も繰り返すことがある。つまり、通常
の営業とは異なるパターンの営業を調査の現場で繰り
返す必要が出てくるわけだ。
こうした運用に変わってくると、現在の船では対応で
きないことも想定される。他社では、温水シャワー、温水
トイレ、食事場所、休憩（仮眠）場所などを装備した船を
保有するところもあるが、同社が持つ船には「トイレしか
ない」というハード面での脆弱さがある。
今後を見通すと、同社はソフト面、いわばサービス面

では高い顧客満足度を与えられるものの、ハード面（設
備の脆弱さ）が新規顧客の獲得においてはネックにな
り、固定客も奪われる可能性が出てきている。

■快適なダイビングサービスの提供を目指して
古川代表によると、来島して同店を利用する小笠原固
有生物の生態調査客は、２年前に年間２１回だったが、１
年前には40回、直近では60回にも達している。また、調
査客は、片道4時間以上かけて父島の北にある「ケータ
列島」の一番北に位置する「北之島」まで行くこともある
という。早急に船の居住性を上げないと取り残される危
険性が高い。

■６倍。72時間の航行が可能な船を購入へ
古川代表は、小笠原でのダイビングガイド事業の将来

を見据え、おがさわら丸の運行に左右されない固定客
の確保と、少人数制の強みを活かしながら、お客様に満
足を与え、かつ収益性を確保できるという「経営課題」を
掲げ、経営革新計画承認に挑戦することを決め、2022
年４月に申請した。同年7月には承認されている。
古川代表は、今後の方向性を示すにあたって、まず自
社の強みであり自身の強みでもある「私しか知らない小
笠原の魅力」をお客様に見ていただきたい」と言う。それ
を実現するため、新たに45フィート（13.7m）クラスの船
を導入する計画だ。定員が25人で、温水シャワー、温水
トイレ、冷蔵庫、電子レンジ付きだ。真水と食料が保存で
き、仮眠・防寒設備があり、夜間航行が可能な船とする。
この船を使って6人のお客様で催行する計画でいる。
新規事業として、これまで取り組んでいなかった朝方と

夜間のダイビングメニューを加えるほか、新船の航行可
能時間はこれまでの６倍、72時間となるため、調査や取材
が長時間に及んでも継続できるようにするつもりだ。

■新船を1月に導入。贅沢な環境と時間を提供
「新船の調達は、ロシア・ウクライナ問題の長期化や
円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。

２期目にやるべきこと
東京都商工会連合会
会長 山下　真一

―５月末の通常総会で再任されました。これまでの３年間を振
り返ると点数はどのくらいに？
60点くらいかな。まずまずというところ。印象に残っている

のは、コロナ禍の中で東京都の支援を受け、中小企業の経営者
さんや従業員さんを対象としたワクチン接種ができたこと。
「取り残された感があったが、本当に安心した」と、大変喜ばれ
た。「商工会は役に立つ」と認識され、事実、会員数も増えた。
減点になるのが、退職する職員が多かったこと。賃金テーブ

ルが長い期間にわたって変わっていなかった。これを機に改善
した。職員が安心して働ける環境を作ることが大切だと思う。
―山下会長が理想とされる中小・小規模事業の職場とは？
働きやすい職場で本来の仕事をする。これが基本となる。言

うべきことを言い、自由闊達な意見が飛び交う環境をそれぞれ
が意識的に作っていく。その中で自分の意見より、もっといい
意見が出てきたら、素直に受け止め、それに従う。こんな職場が
あちこちに広がるといい。
―これから３年間の任期中にやらなければならないことは何で
すか？
以前から課題に挙がっていたのが「商工会館の建て替え」。

昭和40年代に建てられたものが多いのだが、それが今、老朽
化して問題となっている。商工会館は能登半島地震でも避難所
になった。そんなこともあり、全国連も話し合いを始めている。

また、コロナ禍の影響で廃業が増えている。事業承継を含め
ての議論を活発化すべきで、若手の育成、起業家の支援にも力
を入れる必要がある。組織をあげて取り組むべき課題であり、
それも急を要する課題になっているケースが多い。
―情報セキュリティーと安全管理体制の強化・充実も大事ですね。
会員管理の仕組みを統一しなければならないと思っている。

商工会は個人情報や事業者情報などの情報資産を保有してお
り、個人情報保護法の施行により、経営支援業務だけではなく、
各種の業務に関係する情報資産を管理することが重要になっ
てきている。
また、小規模事業者についても生成AIの活用が不可欠にな

ると予想される。ただ、利用には権利侵害などがないように留
意しなければならないことは言うまでもない。
会員管理のシステムは統一されたものでなければならない

し、十分に訓練された複数のスペシャリストが守っていくことが
必要だと思う。古いシステムをつぎはぎだらけで利用している
のも決して経済的ではない。５年間なら５年でスパッと切り替え
るといった覚悟が必要だ。
「̶2025年多摩島嶼商工会等ビジョン」は山下会長自身が先
頭に立って作成されてきたものですが、今年度以降はどのよう
なスタンスで臨むのでしょうか？
今年から込山副会長と奈良部副会長が主に担当し、職員も

入れて、あるべき姿を求めていく。ほんとは、ダメなんだろうけ
ど、私も参加させてくれと頼みこんでいる（笑）。当然、「2030
年」と、もう５年先を見通すことになる。

酒井 裕央氏
事業継続にかかわる多様な課題解決に取組み、職員
労働環境の改善や災害に強い商工会を目指します。

三鷹商工会
会長

三笠 俊彦氏
事業者と共に歩み、課題解決の支援を通じて、
地域の活性化を目指します。

小金井市商工会
会長

齋藤 正人氏
地域発展のため、経済団体として地域の皆様
に必要とされる商工会を目指します。

東久留米市商工会
会長

宮原  淳氏
島で事業を営む皆様の拠り所となれるよう、モ
ヤイの気持ちで寄り添います

新島村商工会
会長

栗原  誠氏
成長と発展を遂げる武蔵村山!この街に必要
とされる商工会へ!!

武蔵村山市商工会
会長

野崎 幸重氏
未来に向けて礎を築き、地域経済発展のため、
迅速にチャレンジします。

小平商工会
会長

平山 喜弘氏
商工会の組織を強化して西東京市の商工業の
発展を目指します。

西東京商工会
会長

中村 一彦氏
デジタル通貨の東村山アインPayを活用し商
工業の活性化を目指します。

東村山市商工会
会長

鈴木 好人氏
高い志とモラルをもって自ら考えて仕事をす
る商工会を目指します。

神津島村商工会
会長

関根 輝明氏
停滞した経済を各事業者の立場で役職員一丸
となり盛り上げます。

瑞穂町商工会
会長

新会長には就任の挨拶に代えて「私が目指す商工会」
というテーマで抱負を語っていただきました

10氏が新商工会長に就任
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■卒業と同時に小笠原に
「小笠原ダイビングベース 聲（こえ）」は、ダイビングを
趣味とする客を希望のダイブポイントに連れて行き、安
全にサポートするとともに、ダイビングスキルをアップさ
せることを目的として、２017年に小笠原村・父島に設立
された。
代表者は古川智裕氏。山形県生まれで2006年に東京
学芸大学を出ると同時に小笠原に渡って、地元のダイビ
ングガイド店に職を得て、以後11年間勤務した。その後、
満を持して独立した。といっても社員は古川代表１人で。
繁忙になるとフリーのガイドなどを加えて2～3名程度
で活動している。
古川代表は、これまでに、スキューバダイビングのイ

ンストラクター、潜水士、高圧ガス販売事業届、一級小型
船舶操縦士、第二級海上特殊無線技士などダイビング
店として持つべき資格のほぼすべてを取得している。現
在、正社員として１人雇用し古川氏と２人３脚で活動して
いる。

■世界遺産の“自然”の調査研究やメディアへの発信を
陰でサポート
ご存じのように、小笠原諸島（父島）に行くには定期船

「おがさわら丸」がただ一つの方法だ。片道約1,000ｋｍ
を24時間かけて航海する。到着したおがさわら丸はそ
のまま父島で3日間停泊したあと東京に戻る、というの
が基本パターン。つまり、父島に来るには最低でも船中2
泊、現地3泊の5泊6日の旅程になる。
「ダイビングベース 聲」は、長さ32フィート（9.8m）で

最大14人乗れる観光船を所有している。おがさわら丸で
訪れる「観光客」や、父島などに居住する国や都の公務員
を中心とした「島民客」、加えて、世界遺産・国立公園の自
然を調査研究をしたり、メディアで発信したりする「調査・
取材・研究団体客」へのダイビングガイドも行っている。
主なメニューは、ダイビングのライセンスを有する人向

けのダイビングガイド、また、ライセンスがない人向けの
ダイビングガイドやダイビング関連の機材の販売など
だ。ちなみに、ダイビングガイドだけで売上の90%を占め
るという。

■小笠原の海を知り尽くし、経験も豊かなダイバーがガ
イド
古川代表は、「ウチのダイビングガイドの強みは多くて

も6人程度の少人数のチームで行うことができる点だ」
という。他社は多いと10人くらいのチームになることも
あるそうだ。これに対し、ダイビングベース 聲の場合は
少人数のため、行きたいポイントや、見たい生物など、ゲ
スト一人ひとりの要求に応えることができるのが強み。
ゲストの満足度は他社と比べて高い。
また、古川代表自らがガイドすることが多く、経験年数
15年以上の知識・技術を活かしたサービスを行える。他
社は、ダイビングスタッフの入れ替わりも多く10年以上
のガイドは店のオーナークラスしかいないという。古川
代表によると、他社ではオーナークラスになると仕事内
容がガイドではなく“船長”になってしまうことが多く、経
験の浅いスタッフがガイドになっている例も多く見られ
るという。ダイビングベース 聲では、逆に経験値が高い
スタッフがガイドとなることが慣例のため、ゲストの満足
度は他社と比べると高い（古川代表）と自負している。
さらに海中生物に関する知識は他社のガイドの追随

を許さない。その根拠となっているのが、大学で理科を
専修し高校、中学校のそれぞれで理科の教諭の免許を
取得していること。それに加え、営業時間外に頻繁に小
笠原の海に潜り、顧客が求める海中生物の生息場所を
正確に把握していることも強みだ。
ニラミハナダイ、シコンハタタテハゼなどダイバー憧

れの魚がいるが、それらは水深40～50m程度の深さで
生息していて、その生態を眼で見るのはプロでも危険と
されている。しかし、古川代表はそうした珍しい魚種が水
深15mくらいのところでも生息していることを知ってい
る。ゲストのダイビングスキルが多少低くても、ゆっくり
鑑賞できる。
こうした“得意技”が評価され、観光客だけではなく、
調査研究者の間でも「オガサワラのフルカワ」の名は認
知されている。

■ハード面の脆弱さが、今後の大きなリスク
これまでの努力が認められ、現在は国・都に勤務し父
島等に居住する公務員が中心の「島民客」や、世界遺産・
国立公園内の調査研究を行う「調査客」へのダイビング
ガイドも増えてきている同社だが、心配もある。
「島民客」の場合は朝９時から夕刻までの３回ほどのダ
イビングで終了するが、調査客となるとそうはいかな
い。固有生物の生態などの調査やテレビ取材などは、目
的によって調査場所での停滞もあり、通常の営業パター
ンとは異なる。
目的地に着いたら1回潜り、船に上がって食事・仮眠
など休憩を取ってから、またダイビングに行くなどとい
う行動を１日に何回も繰り返すことがある。つまり、通常
の営業とは異なるパターンの営業を調査の現場で繰り
返す必要が出てくるわけだ。
こうした運用に変わってくると、現在の船では対応で
きないことも想定される。他社では、温水シャワー、温水
トイレ、食事場所、休憩（仮眠）場所などを装備した船を
保有するところもあるが、同社が持つ船には「トイレしか
ない」というハード面での脆弱さがある。
今後を見通すと、同社はソフト面、いわばサービス面

では高い顧客満足度を与えられるものの、ハード面（設
備の脆弱さ）が新規顧客の獲得においてはネックにな
り、固定客も奪われる可能性が出てきている。

■快適なダイビングサービスの提供を目指して
古川代表によると、来島して同店を利用する小笠原固
有生物の生態調査客は、２年前に年間２１回だったが、１
年前には40回、直近では60回にも達している。また、調
査客は、片道4時間以上かけて父島の北にある「ケータ
列島」の一番北に位置する「北之島」まで行くこともある
という。早急に船の居住性を上げないと取り残される危
険性が高い。

■６倍。72時間の航行が可能な船を購入へ
古川代表は、小笠原でのダイビングガイド事業の将来

を見据え、おがさわら丸の運行に左右されない固定客
の確保と、少人数制の強みを活かしながら、お客様に満
足を与え、かつ収益性を確保できるという「経営課題」を
掲げ、経営革新計画承認に挑戦することを決め、2022
年４月に申請した。同年7月には承認されている。
古川代表は、今後の方向性を示すにあたって、まず自
社の強みであり自身の強みでもある「私しか知らない小
笠原の魅力」をお客様に見ていただきたい」と言う。それ
を実現するため、新たに45フィート（13.7m）クラスの船
を導入する計画だ。定員が25人で、温水シャワー、温水
トイレ、冷蔵庫、電子レンジ付きだ。真水と食料が保存で
き、仮眠・防寒設備があり、夜間航行が可能な船とする。
この船を使って6人のお客様で催行する計画でいる。
新規事業として、これまで取り組んでいなかった朝方と

夜間のダイビングメニューを加えるほか、新船の航行可
能時間はこれまでの６倍、72時間となるため、調査や取材
が長時間に及んでも継続できるようにするつもりだ。

■新船を1月に導入。贅沢な環境と時間を提供
「新船の調達は、ロシア・ウクライナ問題の長期化や
円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。

東京都商工会連合会の「多摩地域も
のづくり人材確保支援協議会」は６月４
日、令和６年度の第1回協議会を開き、
「多摩地域人材ダイバーシティ・DX・
GX推進ネットワーク事業」の「総合支
援事業」や「特別支援事業」の年間計
画、および事業実施のための新体制に
ついての説明を行いました。
協議会では、鶴田和男会長が議長に
就き、事業計画等を説明し承認されま

した。また、事業実施のための新体制
については、鶴田和男会長と長瀬透副
会長、浦明子副会長の退任に伴い、新
会長と新副会長の選任が行われまし
た。その結果、協議会の新会長に浦明
子氏（株式会社相馬光学代表取締役）
が、新副会長に土田秀幸氏（株式会社
土田製作所代表取締役）と長瀬雄一郎
氏（株式会社ナガセ代表取締役）がそ
れぞれ選任されました。

●2024年度の多摩地域人材ダイバーシティ・DX・GX推進ネットワーク事業の計画を説明
●新会長に浦明子氏（株式会社相馬光学代表取締役）

多摩地域ものづくり人材確保支援協議会を開催

■東京都商工会連合会 新役員体制

東京都商工会連合会

福生市商工会

国分寺市商工会

稲城市商工会

八丈町商工会

東京都商工会連合会

三鷹商工会

日野市商工会

村越 政雄

山下 真一

込山 雄茂

奈良部 義彦

間仁田 聡

渡辺 由佳

酒井 裕央

小林 昭治

名誉会長

会長

副会長

副会長

副会長

専務理事

理事

理事

再任

再任

再任

再任

新任

新任

新任

再任

清瀬商工会

小平商工会

小金井市商工会

西東京商工会

狛江市商工会

大島町商工会

調布市商工会

東久留米市商工会

内野 光裕

野崎 幸重

三笠 俊彦

平山 喜弘

佐藤  高志

岡山 正宏

渡部 完治

齋藤 正人

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

再任

新任

新任

新任

再任

再任

再任

新任

東村山市商工会

国立市商工会

あきる野商工会

東大和市商工会

羽村市商工会

三宅村商工会

昭島市商工会

新島村商工会

中村 一彦

桂　耕史

松村 博文

高橋　章

島田 哲一郎

長谷川 一也

平畑 文興

宮原　淳

新任

再任

再任

再任

再任

新任

再任

新任

神津島村商工会

小笠原村商工会

日の出町商工会

東京都商工会青年部連合会

東京都商工会女性部連合会

武蔵村山市商工会

瑞穂町商工会

公認会計士（民間）

鈴木 好人

打込 由美子

原田 輝和

木下 智之

佐藤 和美

栗原　誠

関根 輝明

玉木 國隆 

理事

理事

理事

理事

理事

監事

監事

監事

新任

新任

新任

再任

再任

新任

新任

再任

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

▲退任される鶴田和男前会長（右）
　と長瀬透前副会長

▲浦明子新会長と土田秀幸副会長、
　長瀬雄一郎副会長（左から）
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■卒業と同時に小笠原に
「小笠原ダイビングベース 聲（こえ）」は、ダイビングを
趣味とする客を希望のダイブポイントに連れて行き、安
全にサポートするとともに、ダイビングスキルをアップさ
せることを目的として、２017年に小笠原村・父島に設立
された。
代表者は古川智裕氏。山形県生まれで2006年に東京
学芸大学を出ると同時に小笠原に渡って、地元のダイビ
ングガイド店に職を得て、以後11年間勤務した。その後、
満を持して独立した。といっても社員は古川代表１人で。
繁忙になるとフリーのガイドなどを加えて2～3名程度
で活動している。
古川代表は、これまでに、スキューバダイビングのイ

ンストラクター、潜水士、高圧ガス販売事業届、一級小型
船舶操縦士、第二級海上特殊無線技士などダイビング
店として持つべき資格のほぼすべてを取得している。現
在、正社員として１人雇用し古川氏と２人３脚で活動して
いる。

■世界遺産の“自然”の調査研究やメディアへの発信を
陰でサポート
ご存じのように、小笠原諸島（父島）に行くには定期船

「おがさわら丸」がただ一つの方法だ。片道約1,000ｋｍ
を24時間かけて航海する。到着したおがさわら丸はそ
のまま父島で3日間停泊したあと東京に戻る、というの
が基本パターン。つまり、父島に来るには最低でも船中2
泊、現地3泊の5泊6日の旅程になる。
「ダイビングベース 聲」は、長さ32フィート（9.8m）で

最大14人乗れる観光船を所有している。おがさわら丸で
訪れる「観光客」や、父島などに居住する国や都の公務員
を中心とした「島民客」、加えて、世界遺産・国立公園の自
然を調査研究をしたり、メディアで発信したりする「調査・
取材・研究団体客」へのダイビングガイドも行っている。
主なメニューは、ダイビングのライセンスを有する人向

けのダイビングガイド、また、ライセンスがない人向けの
ダイビングガイドやダイビング関連の機材の販売など
だ。ちなみに、ダイビングガイドだけで売上の90%を占め
るという。

■小笠原の海を知り尽くし、経験も豊かなダイバーがガ
イド
古川代表は、「ウチのダイビングガイドの強みは多くて

も6人程度の少人数のチームで行うことができる点だ」
という。他社は多いと10人くらいのチームになることも
あるそうだ。これに対し、ダイビングベース 聲の場合は
少人数のため、行きたいポイントや、見たい生物など、ゲ
スト一人ひとりの要求に応えることができるのが強み。
ゲストの満足度は他社と比べて高い。
また、古川代表自らがガイドすることが多く、経験年数
15年以上の知識・技術を活かしたサービスを行える。他
社は、ダイビングスタッフの入れ替わりも多く10年以上
のガイドは店のオーナークラスしかいないという。古川
代表によると、他社ではオーナークラスになると仕事内
容がガイドではなく“船長”になってしまうことが多く、経
験の浅いスタッフがガイドになっている例も多く見られ
るという。ダイビングベース 聲では、逆に経験値が高い
スタッフがガイドとなることが慣例のため、ゲストの満足
度は他社と比べると高い（古川代表）と自負している。
さらに海中生物に関する知識は他社のガイドの追随

を許さない。その根拠となっているのが、大学で理科を
専修し高校、中学校のそれぞれで理科の教諭の免許を
取得していること。それに加え、営業時間外に頻繁に小
笠原の海に潜り、顧客が求める海中生物の生息場所を
正確に把握していることも強みだ。
ニラミハナダイ、シコンハタタテハゼなどダイバー憧

れの魚がいるが、それらは水深40～50m程度の深さで
生息していて、その生態を眼で見るのはプロでも危険と
されている。しかし、古川代表はそうした珍しい魚種が水
深15mくらいのところでも生息していることを知ってい
る。ゲストのダイビングスキルが多少低くても、ゆっくり
鑑賞できる。
こうした“得意技”が評価され、観光客だけではなく、
調査研究者の間でも「オガサワラのフルカワ」の名は認
知されている。

■ハード面の脆弱さが、今後の大きなリスク
これまでの努力が認められ、現在は国・都に勤務し父
島等に居住する公務員が中心の「島民客」や、世界遺産・
国立公園内の調査研究を行う「調査客」へのダイビング
ガイドも増えてきている同社だが、心配もある。
「島民客」の場合は朝９時から夕刻までの３回ほどのダ
イビングで終了するが、調査客となるとそうはいかな
い。固有生物の生態などの調査やテレビ取材などは、目
的によって調査場所での停滞もあり、通常の営業パター
ンとは異なる。
目的地に着いたら1回潜り、船に上がって食事・仮眠
など休憩を取ってから、またダイビングに行くなどとい
う行動を１日に何回も繰り返すことがある。つまり、通常
の営業とは異なるパターンの営業を調査の現場で繰り
返す必要が出てくるわけだ。
こうした運用に変わってくると、現在の船では対応で
きないことも想定される。他社では、温水シャワー、温水
トイレ、食事場所、休憩（仮眠）場所などを装備した船を
保有するところもあるが、同社が持つ船には「トイレしか
ない」というハード面での脆弱さがある。
今後を見通すと、同社はソフト面、いわばサービス面

では高い顧客満足度を与えられるものの、ハード面（設
備の脆弱さ）が新規顧客の獲得においてはネックにな
り、固定客も奪われる可能性が出てきている。

■快適なダイビングサービスの提供を目指して
古川代表によると、来島して同店を利用する小笠原固
有生物の生態調査客は、２年前に年間２１回だったが、１
年前には40回、直近では60回にも達している。また、調
査客は、片道4時間以上かけて父島の北にある「ケータ
列島」の一番北に位置する「北之島」まで行くこともある
という。早急に船の居住性を上げないと取り残される危
険性が高い。

■６倍。72時間の航行が可能な船を購入へ
古川代表は、小笠原でのダイビングガイド事業の将来

を見据え、おがさわら丸の運行に左右されない固定客
の確保と、少人数制の強みを活かしながら、お客様に満
足を与え、かつ収益性を確保できるという「経営課題」を
掲げ、経営革新計画承認に挑戦することを決め、2022
年４月に申請した。同年7月には承認されている。
古川代表は、今後の方向性を示すにあたって、まず自
社の強みであり自身の強みでもある「私しか知らない小
笠原の魅力」をお客様に見ていただきたい」と言う。それ
を実現するため、新たに45フィート（13.7m）クラスの船
を導入する計画だ。定員が25人で、温水シャワー、温水
トイレ、冷蔵庫、電子レンジ付きだ。真水と食料が保存で
き、仮眠・防寒設備があり、夜間航行が可能な船とする。
この船を使って6人のお客様で催行する計画でいる。
新規事業として、これまで取り組んでいなかった朝方と

夜間のダイビングメニューを加えるほか、新船の航行可
能時間はこれまでの６倍、72時間となるため、調査や取材
が長時間に及んでも継続できるようにするつもりだ。

■新船を1月に導入。贅沢な環境と時間を提供
「新船の調達は、ロシア・ウクライナ問題の長期化や
円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。

多摩観光推進協議会は4月16日、八王子市のホテ
ルで第8回協議会を開き、「2023年度事業報告」と
「2024年度事業計画」の2議案を原案通り承認しま
した。
2024年度の事業計画の中での新規事業は、「観光
ルート開発」では、「美しい多摩川フォーラム」が
実施している「多摩川酒蔵街道5つの酒蔵めぐりス
タンプラリー」との連携事業に加え、それ以外の
多摩地域の酒蔵やワインの醸造所もめぐるスタン
プラリーを実施します。300年前の酒蔵を訪ねま
す。貸し切りバスでの酒蔵をめぐるモニターツア
ーも予定。これにより、多摩地域の地酒の魅力を

さらにPRします。
「情報発信プロジェクト」での新規事業には、奥
多摩町、檜原村、青梅市の各5カ所（計15カ所）の
観光施設、自然、文化、地域食などを漫画で紹介
する「漫画インフルエンサーによる情報発信事業」
があります。漫画での魅力発信です。また訪日外
国人の急増に対応し、羽田空港や観光案内所に多
摩地域の観光情報を掲載したフリーマガジンを置
き、旅行者誘致を図ります。

西武信用金庫と東京都商工会連合会が主催する
「第18回 東京発！物産・逸品見本市」が、5月21
日 、東京・新宿で開かれました。前半・後半の2
部制で、全国15の信用金庫とも連携し、水産品を

販売する特設コーナーも
設けられました。
開会式では、山下真一
都連会長が「こだわりの
逸品、地域の特産品をご
紹介しています。東京の
魅力を十分にお楽しみ下
さい」と挨拶しました。

8 9 多摩・島しょ地域のイベント月 月
▶ 中止あるいは延期されることもあります。

念のため、主催者に日にち・会場などをご確認の上、
お出かけください。

日程 イベント名 会場 主催者・問い合わせ先

8月 2（金） 神津島村  物忌奈命神社例大祭 かつお釣り行事  物忌奈命神社境内  神津島村役場（04992-8-0011）
漁師が境内を漁場に見立てて、鰹の一本釣りの所作を演じ、その年の豊漁を祈願

3（土） あきる野市  第19回 あきる野夏まつり 秋川駅北口駅前大
通り周辺

第19回 あきる野夏まつり運営委員
会（あきる野市商工振興課内：042-
558-1867）模擬店、お神輿、お囃子、流し踊り、ソーラン踊り、 各種ステージショー

6（火）～
13（火）

清瀬市  第14回 清瀬ひまわりフェスティバル 清瀬市下清戸
石井ファーム、
小寺ファームほか

清瀬市・清瀬市農ある風景を守る会
（042-497-2052）約２４,０００㎡の広大な農地に約１０万本のひまわり が花を咲かせます。期間中は、清

瀬産の新鮮な野菜やひまわりの切り花の販売などを行います。
10（土） 大島町  第44回 伊豆大島夏まつり 元町港ロータリー周

辺
伊豆大島夏まつり実行委員会（大島町
商工会内：04992-2-3791）ステージ、屋台、ゲーム、花火大会

17（土）～
18（日）

檜原村  檜原村制135周年記念 第36回 払沢の滝ふるさと夏まつり 檜原小学校校庭、払
沢の滝周辺

檜原村観光協会（042-598-0069)
日本の滝百選「払沢の滝」のライトアップ、郷土芸能、特産品販売、花火（予定）

17（土）～
18（日）

三鷹市  第57回 三鷹阿波おどり大会 三鷹駅南口中央通り 三鷹阿波踊り振興会（三鷹商工会内：
0422-49-3111）市内連、市外連による阿波踊り

24（土） 武蔵村山市  第43回 武蔵村山市観光納涼花火大会 野山北公園 運動場 武蔵村山市商工会青年部(武蔵村山
市商工会内：042-560-1327)花火打上、即売、アトラクション

24（土）～
25（日）

昭島市  市制施行70周年記念 昭島市民くじら祭 昭和公園陸上競技
場ほか

昭島市商工会・昭島市民くじら祭実行
委員会（042-543-8186）24日：メインステージイベント、模擬店、花火打上、 25日：大くじらパレード

9月 7（土） 稲城市  第23回 稲城阿波おどり大会 京王よみうりランド
駅周辺

稲城市商店会連合会（稲城市商工会内
:042-377-1696）招待連および地元連による阿波おどり大会

27（金）～
29(日）

八丈町  島コンin八丈島2024 八丈島内 八丈島婚活運営委員会（八丈町商工会
内：04996-2-2121）東京羽田空港から飛行機で55分。そこは青い海と豊かな自然が広がる「楽園」八丈島。

そんな美しい景色に包まれて素敵な出会いを探しに来てみませんか

酒蔵や醸造所をめぐる
スタンプラリーを展開

2024年度は

多摩観光推進協議会

◀
３
０
０
年
前
の
酒
蔵「
元
禄
蔵
」も
訪
ね
ま
す

物産・逸品見本市

▲挨拶する山下都連会長

東京発！
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代表
古川 智裕 氏

小笠原
ダイビングベース
聲（こえ）

■卒業と同時に小笠原に
「小笠原ダイビングベース 聲（こえ）」は、ダイビングを
趣味とする客を希望のダイブポイントに連れて行き、安
全にサポートするとともに、ダイビングスキルをアップさ
せることを目的として、２017年に小笠原村・父島に設立
された。
代表者は古川智裕氏。山形県生まれで2006年に東京
学芸大学を出ると同時に小笠原に渡って、地元のダイビ
ングガイド店に職を得て、以後11年間勤務した。その後、
満を持して独立した。といっても社員は古川代表１人で。
繁忙になるとフリーのガイドなどを加えて2～3名程度
で活動している。
古川代表は、これまでに、スキューバダイビングのイ

ンストラクター、潜水士、高圧ガス販売事業届、一級小型
船舶操縦士、第二級海上特殊無線技士などダイビング
店として持つべき資格のほぼすべてを取得している。現
在、正社員として１人雇用し古川氏と２人３脚で活動して
いる。

■世界遺産の“自然”の調査研究やメディアへの発信を
陰でサポート
ご存じのように、小笠原諸島（父島）に行くには定期船

「おがさわら丸」がただ一つの方法だ。片道約1,000ｋｍ
を24時間かけて航海する。到着したおがさわら丸はそ
のまま父島で3日間停泊したあと東京に戻る、というの
が基本パターン。つまり、父島に来るには最低でも船中2
泊、現地3泊の5泊6日の旅程になる。
「ダイビングベース 聲」は、長さ32フィート（9.8m）で

最大14人乗れる観光船を所有している。おがさわら丸で
訪れる「観光客」や、父島などに居住する国や都の公務員
を中心とした「島民客」、加えて、世界遺産・国立公園の自
然を調査研究をしたり、メディアで発信したりする「調査・
取材・研究団体客」へのダイビングガイドも行っている。
主なメニューは、ダイビングのライセンスを有する人向

けのダイビングガイド、また、ライセンスがない人向けの
ダイビングガイドやダイビング関連の機材の販売など
だ。ちなみに、ダイビングガイドだけで売上の90%を占め
るという。

■小笠原の海を知り尽くし、経験も豊かなダイバーがガ
イド
古川代表は、「ウチのダイビングガイドの強みは多くて

も6人程度の少人数のチームで行うことができる点だ」
という。他社は多いと10人くらいのチームになることも
あるそうだ。これに対し、ダイビングベース 聲の場合は
少人数のため、行きたいポイントや、見たい生物など、ゲ
スト一人ひとりの要求に応えることができるのが強み。
ゲストの満足度は他社と比べて高い。
また、古川代表自らがガイドすることが多く、経験年数
15年以上の知識・技術を活かしたサービスを行える。他
社は、ダイビングスタッフの入れ替わりも多く10年以上
のガイドは店のオーナークラスしかいないという。古川
代表によると、他社ではオーナークラスになると仕事内
容がガイドではなく“船長”になってしまうことが多く、経
験の浅いスタッフがガイドになっている例も多く見られ
るという。ダイビングベース 聲では、逆に経験値が高い
スタッフがガイドとなることが慣例のため、ゲストの満足
度は他社と比べると高い（古川代表）と自負している。
さらに海中生物に関する知識は他社のガイドの追随

を許さない。その根拠となっているのが、大学で理科を
専修し高校、中学校のそれぞれで理科の教諭の免許を
取得していること。それに加え、営業時間外に頻繁に小
笠原の海に潜り、顧客が求める海中生物の生息場所を
正確に把握していることも強みだ。
ニラミハナダイ、シコンハタタテハゼなどダイバー憧

（小笠原村商工会会員）

わが社の

経 営 革 新 計 画
新製品・新事業への挑戦で、

さらなる飛躍を! No.40
PART2

れの魚がいるが、それらは水深40～50m程度の深さで
生息していて、その生態を眼で見るのはプロでも危険と
されている。しかし、古川代表はそうした珍しい魚種が水
深15mくらいのところでも生息していることを知ってい
る。ゲストのダイビングスキルが多少低くても、ゆっくり
鑑賞できる。
こうした“得意技”が評価され、観光客だけではなく、
調査研究者の間でも「オガサワラのフルカワ」の名は認
知されている。

■ハード面の脆弱さが、今後の大きなリスク
これまでの努力が認められ、現在は国・都に勤務し父
島等に居住する公務員が中心の「島民客」や、世界遺産・
国立公園内の調査研究を行う「調査客」へのダイビング
ガイドも増えてきている同社だが、心配もある。
「島民客」の場合は朝９時から夕刻までの３回ほどのダ
イビングで終了するが、調査客となるとそうはいかな
い。固有生物の生態などの調査やテレビ取材などは、目
的によって調査場所での停滞もあり、通常の営業パター
ンとは異なる。
目的地に着いたら1回潜り、船に上がって食事・仮眠
など休憩を取ってから、またダイビングに行くなどとい
う行動を１日に何回も繰り返すことがある。つまり、通常
の営業とは異なるパターンの営業を調査の現場で繰り
返す必要が出てくるわけだ。
こうした運用に変わってくると、現在の船では対応で
きないことも想定される。他社では、温水シャワー、温水
トイレ、食事場所、休憩（仮眠）場所などを装備した船を
保有するところもあるが、同社が持つ船には「トイレしか
ない」というハード面での脆弱さがある。
今後を見通すと、同社はソフト面、いわばサービス面

では高い顧客満足度を与えられるものの、ハード面（設
備の脆弱さ）が新規顧客の獲得においてはネックにな
り、固定客も奪われる可能性が出てきている。

■快適なダイビングサービスの提供を目指して
古川代表によると、来島して同店を利用する小笠原固
有生物の生態調査客は、２年前に年間２１回だったが、１
年前には40回、直近では60回にも達している。また、調
査客は、片道4時間以上かけて父島の北にある「ケータ
列島」の一番北に位置する「北之島」まで行くこともある
という。早急に船の居住性を上げないと取り残される危
険性が高い。

■６倍。72時間の航行が可能な船を購入へ
古川代表は、小笠原でのダイビングガイド事業の将来

を見据え、おがさわら丸の運行に左右されない固定客
の確保と、少人数制の強みを活かしながら、お客様に満
足を与え、かつ収益性を確保できるという「経営課題」を
掲げ、経営革新計画承認に挑戦することを決め、2022
年４月に申請した。同年7月には承認されている。
古川代表は、今後の方向性を示すにあたって、まず自
社の強みであり自身の強みでもある「私しか知らない小
笠原の魅力」をお客様に見ていただきたい」と言う。それ
を実現するため、新たに45フィート（13.7m）クラスの船
を導入する計画だ。定員が25人で、温水シャワー、温水
トイレ、冷蔵庫、電子レンジ付きだ。真水と食料が保存で
き、仮眠・防寒設備があり、夜間航行が可能な船とする。
この船を使って6人のお客様で催行する計画でいる。
新規事業として、これまで取り組んでいなかった朝方と

夜間のダイビングメニューを加えるほか、新船の航行可
能時間はこれまでの６倍、72時間となるため、調査や取材
が長時間に及んでも継続できるようにするつもりだ。

■新船を1月に導入。贅沢な環境と時間を提供
「新船の調達は、ロシア・ウクライナ問題の長期化や
円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。
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住所 : 〒100-2101 東京都小笠原村父島字奥村
TEL : 04998-2-2100

■卒業と同時に小笠原に
「小笠原ダイビングベース 聲（こえ）」は、ダイビングを
趣味とする客を希望のダイブポイントに連れて行き、安
全にサポートするとともに、ダイビングスキルをアップさ
せることを目的として、２017年に小笠原村・父島に設立
された。
代表者は古川智裕氏。山形県生まれで2006年に東京
学芸大学を出ると同時に小笠原に渡って、地元のダイビ
ングガイド店に職を得て、以後11年間勤務した。その後、
満を持して独立した。といっても社員は古川代表１人で。
繁忙になるとフリーのガイドなどを加えて2～3名程度
で活動している。
古川代表は、これまでに、スキューバダイビングのイ

ンストラクター、潜水士、高圧ガス販売事業届、一級小型
船舶操縦士、第二級海上特殊無線技士などダイビング
店として持つべき資格のほぼすべてを取得している。現
在、正社員として１人雇用し古川氏と２人３脚で活動して
いる。

■世界遺産の“自然”の調査研究やメディアへの発信を
陰でサポート
ご存じのように、小笠原諸島（父島）に行くには定期船

「おがさわら丸」がただ一つの方法だ。片道約1,000ｋｍ
を24時間かけて航海する。到着したおがさわら丸はそ
のまま父島で3日間停泊したあと東京に戻る、というの
が基本パターン。つまり、父島に来るには最低でも船中2
泊、現地3泊の5泊6日の旅程になる。
「ダイビングベース 聲」は、長さ32フィート（9.8m）で

最大14人乗れる観光船を所有している。おがさわら丸で
訪れる「観光客」や、父島などに居住する国や都の公務員
を中心とした「島民客」、加えて、世界遺産・国立公園の自
然を調査研究をしたり、メディアで発信したりする「調査・
取材・研究団体客」へのダイビングガイドも行っている。
主なメニューは、ダイビングのライセンスを有する人向

けのダイビングガイド、また、ライセンスがない人向けの
ダイビングガイドやダイビング関連の機材の販売など
だ。ちなみに、ダイビングガイドだけで売上の90%を占め
るという。

■小笠原の海を知り尽くし、経験も豊かなダイバーがガ
イド
古川代表は、「ウチのダイビングガイドの強みは多くて

も6人程度の少人数のチームで行うことができる点だ」
という。他社は多いと10人くらいのチームになることも
あるそうだ。これに対し、ダイビングベース 聲の場合は
少人数のため、行きたいポイントや、見たい生物など、ゲ
スト一人ひとりの要求に応えることができるのが強み。
ゲストの満足度は他社と比べて高い。
また、古川代表自らがガイドすることが多く、経験年数
15年以上の知識・技術を活かしたサービスを行える。他
社は、ダイビングスタッフの入れ替わりも多く10年以上
のガイドは店のオーナークラスしかいないという。古川
代表によると、他社ではオーナークラスになると仕事内
容がガイドではなく“船長”になってしまうことが多く、経
験の浅いスタッフがガイドになっている例も多く見られ
るという。ダイビングベース 聲では、逆に経験値が高い
スタッフがガイドとなることが慣例のため、ゲストの満足
度は他社と比べると高い（古川代表）と自負している。
さらに海中生物に関する知識は他社のガイドの追随

を許さない。その根拠となっているのが、大学で理科を
専修し高校、中学校のそれぞれで理科の教諭の免許を
取得していること。それに加え、営業時間外に頻繁に小
笠原の海に潜り、顧客が求める海中生物の生息場所を
正確に把握していることも強みだ。
ニラミハナダイ、シコンハタタテハゼなどダイバー憧

れの魚がいるが、それらは水深40～50m程度の深さで
生息していて、その生態を眼で見るのはプロでも危険と
されている。しかし、古川代表はそうした珍しい魚種が水
深15mくらいのところでも生息していることを知ってい
る。ゲストのダイビングスキルが多少低くても、ゆっくり
鑑賞できる。
こうした“得意技”が評価され、観光客だけではなく、
調査研究者の間でも「オガサワラのフルカワ」の名は認
知されている。

■ハード面の脆弱さが、今後の大きなリスク
これまでの努力が認められ、現在は国・都に勤務し父
島等に居住する公務員が中心の「島民客」や、世界遺産・
国立公園内の調査研究を行う「調査客」へのダイビング
ガイドも増えてきている同社だが、心配もある。
「島民客」の場合は朝９時から夕刻までの３回ほどのダ
イビングで終了するが、調査客となるとそうはいかな
い。固有生物の生態などの調査やテレビ取材などは、目
的によって調査場所での停滞もあり、通常の営業パター
ンとは異なる。
目的地に着いたら1回潜り、船に上がって食事・仮眠
など休憩を取ってから、またダイビングに行くなどとい
う行動を１日に何回も繰り返すことがある。つまり、通常
の営業とは異なるパターンの営業を調査の現場で繰り
返す必要が出てくるわけだ。
こうした運用に変わってくると、現在の船では対応で
きないことも想定される。他社では、温水シャワー、温水
トイレ、食事場所、休憩（仮眠）場所などを装備した船を
保有するところもあるが、同社が持つ船には「トイレしか
ない」というハード面での脆弱さがある。
今後を見通すと、同社はソフト面、いわばサービス面

では高い顧客満足度を与えられるものの、ハード面（設
備の脆弱さ）が新規顧客の獲得においてはネックにな
り、固定客も奪われる可能性が出てきている。

■快適なダイビングサービスの提供を目指して
古川代表によると、来島して同店を利用する小笠原固
有生物の生態調査客は、２年前に年間２１回だったが、１
年前には40回、直近では60回にも達している。また、調
査客は、片道4時間以上かけて父島の北にある「ケータ
列島」の一番北に位置する「北之島」まで行くこともある
という。早急に船の居住性を上げないと取り残される危
険性が高い。

■６倍。72時間の航行が可能な船を購入へ
古川代表は、小笠原でのダイビングガイド事業の将来

を見据え、おがさわら丸の運行に左右されない固定客
の確保と、少人数制の強みを活かしながら、お客様に満
足を与え、かつ収益性を確保できるという「経営課題」を
掲げ、経営革新計画承認に挑戦することを決め、2022
年４月に申請した。同年7月には承認されている。
古川代表は、今後の方向性を示すにあたって、まず自
社の強みであり自身の強みでもある「私しか知らない小
笠原の魅力」をお客様に見ていただきたい」と言う。それ
を実現するため、新たに45フィート（13.7m）クラスの船
を導入する計画だ。定員が25人で、温水シャワー、温水
トイレ、冷蔵庫、電子レンジ付きだ。真水と食料が保存で
き、仮眠・防寒設備があり、夜間航行が可能な船とする。
この船を使って6人のお客様で催行する計画でいる。
新規事業として、これまで取り組んでいなかった朝方と

夜間のダイビングメニューを加えるほか、新船の航行可
能時間はこれまでの６倍、72時間となるため、調査や取材
が長時間に及んでも継続できるようにするつもりだ。

■新船を1月に導入。贅沢な環境と時間を提供
「新船の調達は、ロシア・ウクライナ問題の長期化や
円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。
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■卒業と同時に小笠原に
「小笠原ダイビングベース 聲（こえ）」は、ダイビングを
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店として持つべき資格のほぼすべてを取得している。現
在、正社員として１人雇用し古川氏と２人３脚で活動して
いる。

■世界遺産の“自然”の調査研究やメディアへの発信を
陰でサポート
ご存じのように、小笠原諸島（父島）に行くには定期船

「おがさわら丸」がただ一つの方法だ。片道約1,000ｋｍ
を24時間かけて航海する。到着したおがさわら丸はそ
のまま父島で3日間停泊したあと東京に戻る、というの
が基本パターン。つまり、父島に来るには最低でも船中2
泊、現地3泊の5泊6日の旅程になる。
「ダイビングベース 聲」は、長さ32フィート（9.8m）で

最大14人乗れる観光船を所有している。おがさわら丸で
訪れる「観光客」や、父島などに居住する国や都の公務員
を中心とした「島民客」、加えて、世界遺産・国立公園の自
然を調査研究をしたり、メディアで発信したりする「調査・
取材・研究団体客」へのダイビングガイドも行っている。
主なメニューは、ダイビングのライセンスを有する人向

けのダイビングガイド、また、ライセンスがない人向けの
ダイビングガイドやダイビング関連の機材の販売など
だ。ちなみに、ダイビングガイドだけで売上の90%を占め
るという。

■小笠原の海を知り尽くし、経験も豊かなダイバーがガ
イド
古川代表は、「ウチのダイビングガイドの強みは多くて

も6人程度の少人数のチームで行うことができる点だ」
という。他社は多いと10人くらいのチームになることも
あるそうだ。これに対し、ダイビングベース 聲の場合は
少人数のため、行きたいポイントや、見たい生物など、ゲ
スト一人ひとりの要求に応えることができるのが強み。
ゲストの満足度は他社と比べて高い。
また、古川代表自らがガイドすることが多く、経験年数
15年以上の知識・技術を活かしたサービスを行える。他
社は、ダイビングスタッフの入れ替わりも多く10年以上
のガイドは店のオーナークラスしかいないという。古川
代表によると、他社ではオーナークラスになると仕事内
容がガイドではなく“船長”になってしまうことが多く、経
験の浅いスタッフがガイドになっている例も多く見られ
るという。ダイビングベース 聲では、逆に経験値が高い
スタッフがガイドとなることが慣例のため、ゲストの満足
度は他社と比べると高い（古川代表）と自負している。
さらに海中生物に関する知識は他社のガイドの追随
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取得していること。それに加え、営業時間外に頻繁に小
笠原の海に潜り、顧客が求める海中生物の生息場所を
正確に把握していることも強みだ。
ニラミハナダイ、シコンハタタテハゼなどダイバー憧

れの魚がいるが、それらは水深40～50m程度の深さで
生息していて、その生態を眼で見るのはプロでも危険と
されている。しかし、古川代表はそうした珍しい魚種が水
深15mくらいのところでも生息していることを知ってい
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こうした“得意技”が評価され、観光客だけではなく、
調査研究者の間でも「オガサワラのフルカワ」の名は認
知されている。
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これまでの努力が認められ、現在は国・都に勤務し父
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「島民客」の場合は朝９時から夕刻までの３回ほどのダ
イビングで終了するが、調査客となるとそうはいかな
い。固有生物の生態などの調査やテレビ取材などは、目
的によって調査場所での停滞もあり、通常の営業パター
ンとは異なる。
目的地に着いたら1回潜り、船に上がって食事・仮眠
など休憩を取ってから、またダイビングに行くなどとい
う行動を１日に何回も繰り返すことがある。つまり、通常
の営業とは異なるパターンの営業を調査の現場で繰り
返す必要が出てくるわけだ。
こうした運用に変わってくると、現在の船では対応で
きないことも想定される。他社では、温水シャワー、温水
トイレ、食事場所、休憩（仮眠）場所などを装備した船を
保有するところもあるが、同社が持つ船には「トイレしか
ない」というハード面での脆弱さがある。
今後を見通すと、同社はソフト面、いわばサービス面

では高い顧客満足度を与えられるものの、ハード面（設
備の脆弱さ）が新規顧客の獲得においてはネックにな
り、固定客も奪われる可能性が出てきている。

■快適なダイビングサービスの提供を目指して
古川代表によると、来島して同店を利用する小笠原固
有生物の生態調査客は、２年前に年間２１回だったが、１
年前には40回、直近では60回にも達している。また、調
査客は、片道4時間以上かけて父島の北にある「ケータ
列島」の一番北に位置する「北之島」まで行くこともある
という。早急に船の居住性を上げないと取り残される危
険性が高い。

■６倍。72時間の航行が可能な船を購入へ
古川代表は、小笠原でのダイビングガイド事業の将来

を見据え、おがさわら丸の運行に左右されない固定客
の確保と、少人数制の強みを活かしながら、お客様に満
足を与え、かつ収益性を確保できるという「経営課題」を
掲げ、経営革新計画承認に挑戦することを決め、2022
年４月に申請した。同年7月には承認されている。
古川代表は、今後の方向性を示すにあたって、まず自
社の強みであり自身の強みでもある「私しか知らない小
笠原の魅力」をお客様に見ていただきたい」と言う。それ
を実現するため、新たに45フィート（13.7m）クラスの船
を導入する計画だ。定員が25人で、温水シャワー、温水
トイレ、冷蔵庫、電子レンジ付きだ。真水と食料が保存で
き、仮眠・防寒設備があり、夜間航行が可能な船とする。
この船を使って6人のお客様で催行する計画でいる。
新規事業として、これまで取り組んでいなかった朝方と

夜間のダイビングメニューを加えるほか、新船の航行可
能時間はこれまでの６倍、72時間となるため、調査や取材
が長時間に及んでも継続できるようにするつもりだ。

■新船を1月に導入。贅沢な環境と時間を提供
「新船の調達は、ロシア・ウクライナ問題の長期化や
円安の影響が、資材の高騰や供給不足を招いて遅れて
はいたが、やっと購入契約を結べた。令和７年の１月くら
いには導入できそうだ」と古川代表。来年には新たなス
タッフを雇用する予定もあり、少人数のチームを２つ作
ることも可能になるという。現在の船「響（ひびき）」は定
員が14人、しかし新船は仮眠所等の施設があり「ゆった
りとした空間で、贅沢な環境と時間が提供できる」と見
ている。「朝方や夜間も含めた全時間ガイドのサービス
を提供し、経営革新計画の達成を目指したい」とおだや
かな表情で語る。

―「ジョイキャンプ だいじんこ」と「宿 だいじんこ」
の両方の代表をされています。
株式会社五十五という会社をやっていて、現在は
そこの建設部門を担当する専務です。キャンプ場や
宿を経営することになって、それぞれの代表になり
ました。コロナ禍で神津島の観光関連事業者も大き
な影響を受けました。施設を積極的に作っていくと
いう気持ちも今一つでした。そこで、私が乗り出した
ということです。「だいじんこ」とは神津弁で「大切な
人や物」の事です。

̶それにしても、「キャンプ場」と「宿」の両方をほ
ぼ同時に進めるのは、資金の手当てなど大変だっ
たと思いますが。
たまたま、20年度の補正で事業再構築補助金な
どの募集もあり、それらを有効に使わせていただき
ました。キャンプ場については、村営のキャンプ場の
お隣に空き地があり、そこを取得できたのが大きか
ったと思います。海水浴が楽しめる海岸のそばのキ
ャンプ場で、近所には「神津島温泉保養センター」も
あり、海、山、温泉、星空…と、１年中楽しめます。テン
トのほか、バンガローもあります。ソロキャンプだけ
でなく、ファミリーキャンプも楽しめます。ちなみに
バンガローは4人用が2棟あり、冷暖房完備です。炊
事棟では調理ができ、シャワー・トイレ（ウォシュレッ
ト）付です。
23年の12月から今年３月までは、西風の影響を
強く受けるため4カ月間休業しました。でも、９月、10
月は土日のみの営業だったにもかかわらず、1500
人の利用客がありました。様々な国の人が40人ほ
どのツアーを組んで３回ほどやってきましたし、「地
球の学校」が子供を集めてキャンプにきていたこと
もありました。

―営業的にはいかがでしたか。広告、宣伝はどのよ
うに行っているのですか？
収支で言えば「ほんの少しだけ残った」というとこ
ろでしょうか。まだ整備中で、追加の仕事が残ってい
ます。大きな投資はないものの、メンテナンス的な
ものが考えていたより多いと感じています。宣伝・広
告は、もっぱらホームページで行っています。ときに
はチラシも使いました。

―昨年11月にオープンした「宿 だいじんこ」は順
調ですか？ 
岬の中ほど、崖の中腹に建てました。港も村の中
心部も天上山も前浜海岸も一望です。和室１室、シ
ングル１室、ツイン２室、計４室の小さな「宿」です。耳
をすませば波の音、鳥のさえずり、頬をなでる風の
音が心地よく、雄大な景色が明日のエネルギーをく
れます。是非、「だいじんこ」にいらして、それぞれの
“大切な時間”を見つけていただきたいと思います。
「宿」というのは「宿」と言うしかなかったからです。
「旅館」は５部屋以上ないと名乗れない。ペンション
というのも「ペンション組合」に入る必要があるので
す。要はどれにも当てはまらないから「やど」ってこと
です（笑）。

―神津島村の生命線である観光事業を、今後どの
ようにしていこうとお考えでしょうか？
真剣に考えなければいけません。行政がどう考え
ているか、観光協会が主導するのか、それとも商工
会か、あるいは、産業に関わる団体か、私はとにかく、
それぞれの垣根を取り払って、前に進んでいくため
の建設的な話をしていく場を作るべきだと思いま
す。特色はあるがそれを出し切れていない村の観光
資産をいかに表に出していくか？その１点にかかって
いると思っています。

ジョイキャンプ だいじんこ
宿 だいじんこ

代表 松江　聖一 氏

コロナ禍後の村では観光施設を
作ろうとする気持ちが今一つだったので、

私が乗り出しました。島おこし・島おこし
多摩おこし多摩おこし No.40

〒100-0601 東京都神津島村字鴎穴32
TEL：04992-8-1763
URL：https://www.daijinko.com/daijinko.html

▲松江代表と奥様の都さん（左）

▲「宿 だいじんこ」の部屋からの
　眺望

▲朝のひと時。窓からは大パノラマ
　が広がります（喫茶室）

▶「
ジ
ョ
イ
キ
ャ
ン
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だ
い
じ
ん
こ
」
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